
平成27年度事務事業評価シート（平成26年度実績）

事務事業コード 020303010 予算コード 01005450 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点

事務事業名 文化会館管理運営事業 正規職員数 国庫支出金 有効性

担当課 政策推進課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性

■条例・規則　 歳出(千円) その他

人件費総額 一般財源 妥当性

減価償却費

受益者負担

事務事業類型 運営事業 フルコスト(千円) 緊急性

実施手法 全部委託 市民1人当りコスト(円)

対象 活動指標 H26実績 公的関与

不特定の市民 対象数

実施主体・委託化

事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 H26実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 H26実績 改革改善プラン達成度

事業の目的

施設利用区分可能件数

Ａ

Ｂ

695,315.0

970.0

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

5,275.0

219,900.0

209,545

213,462

Ａ

該当なし

0

Ｃ

Ｃ

44.7

文化会館管理運営事業として以下の業務を指定管理において行ってい

る。

①市立文化会館の大・小ホール、レセプションホール、マルチスペー

ス、ギャラリー、会議室等の予約、貸出業務

②ホール舞台等の設備維持管理業務

③文化振興自主事業の展開

④総合文化ｾﾝﾀｰの施設維持管理業務

11,811.0

120

213,3423,917

2,109

施設利用区分件数

来館者数

Ｂ

Ｂ

Ｂ

泉佐野市立生涯学習センター、図書館、歴史館いず

みさの、文化会館条例

事業費

利用者のニーズに応じた満足のいく施設を目指し、良好な施設環境を

構築する。

文化会館の貸し出し業務をスムーズに行う。

市民の文化活動の振興及び鑑賞事業などの文化に触れ合う機会を提供

し、地域文化の創造に寄与することを目的とする。

307.0総合文化センター開館日数

0

0.5

0

根拠法令等

平成26年度は、平成22年度から5年間の指定管理期間最終年度となり、管

理運営を例年どおり、そつなくこなしてきた。平成27年度の指定管理者公

募選定に向けて、何か新しいアイディアを採り入れた取り組みを期待した

ところである。

事務事業実施内容

文化会館利用比率

総合文化センター開館１日あたりの経費

来館者一人あたりの経費

事務事業実施内容

自主事業は36事業・41公演を実施。特に市内小中学校や福祉施設へのアウ

トリーチ事業を拡大した。貸館事業では携帯電話による貸館受付をはじ

め、練習室に電子ピアノやスポーツミラーを設置、またキッズコーナーの

子ども用遊具をはじめ、地下入口付近にも幼児向けグッズを設置し、利用

者サービスの向上に努めた。


